
飼い主のいない猫等の不妊去勢手術の推進 ［試行的実施］

野良猫の繁殖や多頭飼育崩壊を抑制し、猫の収容及び殺処分の削減を図るため、令和５年度より開始

① 協議会ホームページの開設（4月23日公開）

② 手術支援頭数を800頭に拡大し、野良猫の手術支援を拡大するため「公募枠」を新設

【公募枠の概要】 ※参考資料②
手術対象：福岡市内に生息する飼い主のいない猫
申 請 者 ：手術対象の猫を捕獲・運搬可能な福岡市民（※捕獲器は貸出可能）
支援頭数：２00頭（抽選）一次：１００頭（6/15～）/二次：１００頭（9/15～）
申請頭数：１申請につき、最大３頭まで
申請方法：協議会ホームページの申込フォームから申込み
手術実施：手術チケットを使って、期限内に協力動物病院で手術を実施

令和６年度重点事業①

R5（600頭）

〇野良猫（選定枠） 500頭

●多頭飼育 100頭

R6（800頭）

〇野良猫（選定枠） 500頭

☆野良猫（公募枠） 200頭

●多頭飼育 100頭

【公募枠】 ☆新設（個人の活動者等）

活動者

③チケット交付
+

捕獲器貸出

②受付
抽選

⑤チケット提出
（報告）

①応募 協議会

④捕獲・搬送・手術
（チケット提出）

協力動物病院

⑥手術料金
支払い

Ｒ６年度の事業について【拡充】

●Ｒ５の支援実績 野良猫 34件、514頭、多頭飼育 8件、76頭
●課 題
① 問題発生地域や支援を必要とする場所の把握方法が限られている。
② 個人ボランティアから支援希望の相談が寄せられている。

③ 社会福祉部門との繋がりが乏しく、多頭飼育枠の支援が予定数に満たなかった。

③ 社会福祉関係者向けのチラシ（※参考資料③）の作成配布、講習会の開催

Ｒ５年度の事業について
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